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十 川 町 

若葉子ども会 

昭和38年 3 月誕生した十川町子

ども会（会長 工藤秀夫）は、い

ま22人の会IIか活動をつづけてお

ります。 

海や山でのレクリエーション、 キヤンプフアイヤー 

スポーッ大会、 クリスマスパー 71、雪の祭典、 そし

て、卒業生をおくるお別れ会、ともに楽しくすごす機

会を多くもうけております。 

また、停留所の清掃、「Iリ内の7刈りなど、環境美化

もすすんで行なつております。 

~「I丁内会としても、予どもた、ジ,ら縫やかに育てようと

遊び場の建設、ゾラノコシーソーなどの遊具も取りつ

け、ことしは、さらにスベリ台、廻転台をそろえるこ

とにしております。 

また、毎週、希 g」者を集め”し1字も教えております

明るく元気な子どもたちは‘ 与if も希望に燃えながら

活動をっづけております。 
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学
校
教

育
 
①
 

中
の
建
設
を
促
進
 

昭和33年 9月 1日第 3種郵便物認可 
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私
た
ち
の
市
 

I
・
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は
、
西
北
津
軽
 

.
＞
 
の

中
心
と
し
て
 

‘
 

行
政
や
経
済
の

！
 
【
 
機
関
が
集

ま
つ
 

」
 
一
て
い
る
と
こ
ろ

一
 
ー‘
 

か
ら
、
市
街
地
 

r
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、
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人
ロ
も

年
々
埋
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“
加
し
、
邪
」打
”
七
 

『「
 
《
 
一
‘
 が
急
激
に
す
す
 

『
一
 1

・
 
ん
で
お
り
ま
す

い
 一
 
】
 

そ
れ
に
し
た
が
 

“編
い／
『
 
．

つ
て
、
交
通
の
 

便
も
よ
く
な
り

時
間
に
よ
る
距
離
も
短
縮
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
建
物
に

し
て
も
，
木
造
か
ら
耐
火
構
造

へ
、
二
階
建
か
ら
高
層
建
築
へ

と
近
代
的
な
都
市
型
へ
、
変
り

つ
つ
あ
り
ま
申
。
 

こ
れ
と
対
象
的
に
、
中
学
校

や
高
校

を
卒
業
し

た
若
い
人

た
ち
は
、
農
業
を
さ
け
て
、
他

の
産
業
に
就
職
す
る
者
が
多

い

の
で
（
農
家
人
ロ
が
い
ち
じ
る

し
く
減
少
し
て
き
て
お
り
ま
す

そ
の
た
め
農
業
地
域
の
出
生
率

の
低
下
が
目
だ
ち
、
子
ど
も
の

数
が
、
年

A
少
な
く
な
つ
て
き

て
お
り
ま
す
。
 

し
た
が
つ
て
、
も
う
四
ー
五
 
 

年
も
す
る
と
、
小
、
中
学
校
と

も
小
規
模
校
が
多
く
な
り
、
適

正
な
る
学
級
編
成
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
現
況
か
ら
学
校
の

統
合
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
 

そ
の
手
は
じ
め
と
し
て
、
老
朽

度
の
は
な
は
だ
し
い
松
島
中
学

校
と
五
所
川
原
中
学
校
を
統
合

し
て
、
五
所
川
原
第

一
中
学
校

を
駅
東
側
に
建
設
す
る
こ
と
に

な
つ
た
も
の
で
す
。
 

着
工
し
た
の
が
昨
年
の
十
一
一

月
、
工
事
も
順
調
に
す
す
み
、
 

今
年
の
秋
に
は
、
第

一
、
二
期

工
事
の
一
般
校
舎
三
、
六
八

一

平
方
メ
ー
ト
ル
が
で
き
あ
が
り

ま
す
。
引
き
つ
づ
き
残
り
の
校

舎
二
、
 六
八
六
平
方
メ
ー
ト
ル

体
育
館

一
、
 一
七
四
平
方
メ
ー
 

ト
ル
が
、
四
十
三
年
中
に
は
完

成
し
、
西
北
五
に
誇
る
立
派
な

校
舎
が
お
目
見
得
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

新
校
舎
は
、
設
備
も
近
代
的

で
、
教
材
、
教
具
も
十
分
と
と

の
え
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま

す
の
で
、
明
る
い
校
舎
の
な
か

で
誇
り
を
持
つ
た
心
豊
か
な
生

徒
の
教
育
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
 

今
年
は
、

一
中
建
築
の
促
進

を
は
か
り
、
な
る
べ
く
早
く
生

徒
を
新
校
舎
に
入
れ
る
た
め
に

一
億
四
百
十
万
円
を
計
上
、
急

ピ
ツ
チ
で
工
事
を
す
す
め
て
お

り
ま
す
。
 

運
営
や
教
材
に

は
 

昨
年
よ
り

2
0％
増
 

学
校
の
運
営
や
教
材
等
の
予

算
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
年
 
 

々
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
増

額
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は

小
、
巾
、
高
校
の
特
色
と
実
態

に
応
じ
て
、
二
〇
ー
三
〇
パ
ー
 

セ
ン
ト
の
範
囲
内
で
増
額
し
、
 

教
育
効
果
の
向
上
に
つ
と
め
て

お
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
教
育
指
導
主
事
一
一

人
（
県
費

一
人
、
市
費
一
人
）
 

を
配
遺
し
、
学
力
の
向
上
に
つ

と
め
て
お
り
ま
す
u
 

「ーー 
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糠
嚇
 

釦
 

戦
後
、
輸
血
の
問
題
が
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ソ
プ
さ
れ
、
我

が
国
で
は
、
売
血
制
度
に
よ
つ

て
、
血
液
を
ま
か
な
つ
て
き
ま

し
た
が
．
年
々
、
そ
の
質
の
低

下
を
き
た
し
、
黄
色
い
血
と
ま

で
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ

れ
に
変
つ
て
、
献
血
運
動
が
各

地
で
起
り
、
現
在
で
は
、
す
べ

て
献
血
に
よ
つ
て
血
液
を
ま
か

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
血
液
の
量
に
不

足
を
き
た
し
、
本
県
で
は
、
昨

年
ま
で
は
、
他
県
か
ら
不
足
分

を
補
充
し
て
お
り
ま
し
た
が
‘
 

今
年
の
四
月
か
ら
、
こ
れ
が
で

き
な
く
な
り
、
県
で
は
、
県
下

各
地
区
の
献
血
量
に
よ
つ
て
、
 

そ
の
地
区
へ
の
血
液
配
分
を
き

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
も
、
ニ
の
地
区
 

西

北
中
央

病
院
 

一
 

の
献
血
に
よ
つ
て
、
ま
か
な
わ

ー
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
す
一

市
立
西
北
中
央
病
院
外
科
で

【
 

今
年
の
三
月
の
血
液
使
用
量
は

一

四
・
三
〇
〇
」
で
し
た
o
 こ
れ
一

で
も
、
必
要
最
少
限
度
に
使
用
【
 

し
た
も
の
で
す
。
 

【
 

こ
れ
が
、
全
市
の
血
液
使
用

一

量
は
、
莫
大
な
も
の
で
あ
り
、
 一

み
な
さ
ん
多
数
の
献
血
な
く
し
ー
 

て
、
到
底
ま
か
な
い
き
れ
な
い

ー
 

の
で
す
。
 

一

血
液
が
な
い
た
め
に
、
尊
い
【
 

生
命
を
お
と
す
こ
と
も
十
分
考
一

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
他
人
ご
と
ー
 

と
考
え
ず
、
病
床
に

一
人
淋
し
ー
 

く
、
 一
滴
で
も
多
く
の
血
液
を
ー
 

ま
ち
わ
び
て
い
る
多
く
の
思
者
一

さ
ん
の
た
め
に
、
市
民
多
数
の

一

積
極
的
な
献
血
を
お
願
い
い
た
一
 

し
ま
す
。
 

【
 

献

血
の

す
す

め
 

昨
年
、
秋
田

鉄
道
管
理
局
管
 

・ フ
内
の
置
石
、

踏

よ
切
障

害
、
線
路
 

・

し

立
入
の
ホ
故
は

ま
、

四
百
五
十
1
1
1
 

め
 件
も
あ
り
ま
し
 

や
 

こ
の
な
か
に
 

は
 
は
、
子
供
の
い

行
た
，

つ
ら
に
よ
る
 

通
 列
車
の
脱
線
事

故
が
、
二
件
も

あ
り
、
こ
の
事

故
の
損
害
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ

約
五
十
万
円
、
 

そ
の
子
供
の
保
 

護
者
か
ら
支
払
つ
て
も
ら
つ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
踏
切
り
で

は
、
七
十
二
件
の
衝
突
事
故
も

あ
り
ま
し
た
。
 

駅
の

ホ
ー
ム
か
ら
見
て
お
り

ま
す
と
、
駅
の
構
内
を
歩
い
て

い
る
方
が
、
ず
い
ぷ
ん
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
子
供
が
、
線
路
で

遊
ん
で
い
る
の
も
、
し
ば
し
ぱ
 
 

見
う
け
ら
れ
ま
す
。
 

駅
の
構
内
に
は
、
危
険
で
す

か
ら
立
入
ら
な
い
ょ
う
『
立
入

禁
止
』
 
の
札
も立
て
て
あ
り
ま

す
し
、
機
会
あ
る
ご
と
に
、
注

意
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
ぜ
ん

と
し
て
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。
 

一
歩
誤
る
と
、
 一
し
ゆ
ん
に

し
て
目
を
お
う
よ
う
な
惨
事
を

起
し
か
ね
な
い
危
険
を
お
か
し

て
ま
で
、
構
内
や
線
路
を
通
行

す
る
人
達
の
気
持
は
、
私
た
ち

輸
送
に
た
ず
さ
わ
る
専
門
家
と

し
て
、
理
解
に
苦
し
み
ま
す
。
 

今
後
は
、
こ
う
い
う
危
険
な

こ
と
は
、
や
め
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
／
 
列
車
に
ぶ
つ

か
つ
て
か
ら
、
子
供
が
、
列
車

に
ひ
か
れ
た
り
い
た
づ
ら
に
よ

つ
て
、
列
車
を
脱
線
さ
せ
て
か

ら
『
あ
あ
、
あ
の
と
き
…
線
路

に
、
は
い
ら
な
け
れ
ぱ
よ
か
つ

た
』
 
では
、
手
お
く
れ
で
す
．
 

ま
た
，
踏
切
り
で
は
、
 一
旦

停
止
、
左
右
の
安
全
を
た
し
か

め
る
こ
と
を
、
守
つ
て
く
だ
さ
 

い
。
 

（
五所
川
原
駅
）
 

新
 
生
活

設
計

に

簡
易
保
険
の
加
入
を
 

郵
政
省
で
は
、
六
月
三
十
日

ま
で
、
創
業
五
十
周
年
記
念
折

生
活
設
討
簡
易
保
険
新
加
入
運

動
を
お
こ
な
つ
て
お
り
ま
す
‘
 

こ
の
機
会
に
、
不
時
の
災
害

の
準
備
、
老
後
の
準
備
、
子
供

の
教
育
、
結
婚
資
金
と
し
て
ご

加
入
に
な
つ
て
は
い
か
が
で
す

か
。
 

み
な
さ
ん
が
、
お
か
け
に
な

つ
た
保
険
料
は
、
簡
保
資
金
と

し
て
積
み
た
て
ら
れ
、
私
た
ち

の
市
や
町
の
財
産
づ
く
り
に
役

立
つ
て
お
り
ま
す
。
 

当
市
で
も
、
学
校
の
建
設
に

五
千
五
百
九
十
七
万
円
、
公
営

住
宅
の
建
設
に
五
千
二
百
六
十

九
万
円
、
病
院
の
整
備
に
四
千

四
十
二
万
円
、
そ
の
他
、
都
市

計
画
、
道
路
の
整
備
な
ど
に
融

資
し
て
も
ら
つ
て
お
り
ま
す
。
 

駅の構内・線路の 

た 

赤
十

字
有

功
章
 

社

員
 
の
 
加
入
 
を
 
ノ・

 

日
本
赤
十
字
社
は
、
八
十
九

年
の
歴
史
と
伝
統
の
も
と
に
、
 

人
道
の
博
愛
、
奉
仕
の
精
神
で

災
害
の
救
護
や
、
人
類
の
福
祉

世
果
平
和
の
た
め
に
活
動
を
つ

づ
け
て
お
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
活
動
は
、
す
べ
て

隣
人
愛
に
燃
え
る
社
員
の
方
々

の
社
資
に
よ
つ
て
、
す
す
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
 

,
 

1
 

ー
 

日
赤
青
森
県
支
部
で
は
、
事

業
の
拡
充
強
化
を
は
か
る
た
め

来
る
七
月
二
十
三
日
、
五
所
川

原
市
で
、
本
社
名
誉
総
裁
 
高

松
宮
妃
殿
下
の
ど
臨
席
を
あ
お

ぎ
、
第
七
回
赤
十
字
社
員
大
会

と
ご
親
授
式
を
お
こ
な
い
、
こ

の
機
会
に
県
民
に
対
し
、
 一
層

の
社
旨
を
普
及
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

た
だ
い
ま
、
有
功
章
の
ご
親

授
者
を
受
付
中
で
す
の
で
、
こ

の
好
機
に
ご
加
盟
く
だ
さ
「
ノて

赤
十
字
事
業

へ
の
理
解
あ
る
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

金
色
有
功
章
 

十
万

円

銀
色
有
功
章
 

五
万

円
 

（
個人
、
法
人
と
も
）
 

な
お
、
有
功
章
の
し
め
き
り

は
、
六
月
末
日
で
す
。
 

加
入
、
そ
の
他
の
お
間
い
合

せ
は
、
市
福
祉
事
務
所
内
日
赤

係
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

タバコは市内で 

買いましょう 

z

・
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辰 

市
内
各

地
で
 

季
節
保
育
所
 

農
繁
期
の
合
理
化

対
策

と
し

て
、
共
同
炊
事
を
行
な
つ
て
い

る
と
こ
ろ
が
、
市
内
で
漆
川
、
 

水
野
尾
、
原
了
、

羽
野
木
沢
、
 

中
泉
、
梅
川
、
飯
詰
、
岩
崎
、
 

桜
田
、
鶴
ケ
岡

な
ど
十
三
か
所

あ
り
ま
す
。
 

こ
の
共
同
炊
事

の
推
進
と
田

植
中
の
農
家
を
激
励

の
た
め
、
 

二
十
五
、
二
十
六
日
に
、
市
長

平
山
農
業
改
良
普
及
所
長
が

生

活
改
善
普
及
員

の
案
内
で
グ

ル
 

ー
ブ
を
訪
間
し

ま
し
た
。
 

共
同
炊
事
を
行

な

つ
て
い
る

グ

ル
ー
プ
の
話
で
は
、
共
同
炊

事
に
よ
り
、
仕
事
が
は
か
ど
り

予
定
よ
り
早
く
す
み
ま
す
、
と

語

つ
て
い
た
。
 

△

」
田
植
を
激
励
す
る
市
長

と
→
食
事

に
は
牛
乳
も
と

り
入
れ
て

V
 

農
繁
期
に
は
共
同
炊
事
を
 

《市
長
も
巡
回

・
激
励
 

農
繁
期

の
子
ど
も
の
水
死
事

故
や
交
通
事
故
な
ど
を
な
く
し

よ
う
と
、

こ
と
し
も
各
地
で
田

植
期
間
中
、
季
節
保
育

所
が
開

設
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
 

開
設
さ
れ
て
い
る
，
小
曲
、
 

川
山
、

沖
飯

詰
、
毘
沙
門
、
長

富
、
戸
沢
、
中
泉
な
ど

の
季
節

保
育
所
に

は
部
落
の

方
が
熱
心

に
保
育
し
、

子
ど
も
た
ち
も
元

気

に
、
遊
ん

で
い
た
。
 

ま
た
、
家
政
高

校

の
生
徒
が

各
地
区

に
保
母
と
し

て
、
奉
仕

し
、
感
謝
さ

れ
て
お
り
ま
す
、
 

△

→
市

長
も
 

季
節
保
育

所
を
激
励

V
 

消
防
協
会
五
所
川
原
支
部
の

定
期
観
閲
式
は
、
七
日
盛
大
に

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

晴
天

に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
 

裏
田
町
通
り

に
集
ま
つ
た
勇
肌

一
千
四
百
名
は
、
布
屋
町
、
大
 

勇
肌
の
集
つ
た

観
閲
式
 

〈
 
一
 花
見
を
楽
し
む
 

く
る
み
園
の
人
た
ち

V
 

t
観
聞
官
の
臓
装
占
 

く
る
み
園
で
 

花
見
を
楽
し
む
 

く
る
み
園

（
市
立
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）
 
の
老
人
た
ち
四
十
人

は
、
五
月
ニ
日
金
木

の
芦
野
公

園
に
花
見
に
出
か
け
た
。
 

満
開
の
さ
く
ら

の
花
の
下
で

お
べ
ん
と
う
を
い

た
だ
き
、
老

人
た
ち
は
大
喜
び
。
 

市
長
も
参
加
し

て
「
大
い

に

長
生
き
し

て
人
生
を
楽
し

ん
で

く
だ
さ
い
』
と
、
は
げ
ま
し
て

い
た
。
 

習
が
あ
り
正

午
に
終
り
ま
し
た
 

町
通

り
を
分
列
行
進
し
て
北
斗

グ
ラ
ウ
ン
ド

に
集
合
、
観
閲
音
 

（
佐
々
木
市
長
）
服
装
、
機
械

器
具
の
点
検
の
あ

と
、
ま
と
い

振
り
，
岩
木
川
原
で

の
放
水
演
 

（農業改良普及所） 

〇水 稲 初期生育の促進をはかろ喫除草剤で省力

を．ノ・・‘ 

田植後は、水管理を適切にして、初期生育の促進をは

かることが大切である0 
① 田植後、早めに水路、畦畔．水口の整備補強を

おとなつて、水管理体系を完成させる。 

② 水管理は、 日中、晴天は浅水とし、夜間、湛
水するよう、昼間止水、夜間漉慨法をとることが望ま
しい。かけ流しは、できるだけやめる。 

冷水が、かかる地帯では、とくに水温上昇対策（ポ

りチコープ、0 EPの使用、分散濃慨法）を実施する

③ 低温時の葉色の黄化を、肥料不足とあやまつて

肥料の追肥をしないこと。 

④ 除草剤の使用法・・・畑苗のような活着力の強健苗

には、田植後、PcP除草剤は 7 へ-10日後、ニツプ、M 
0粒剤は 5 日前後で、雑草の発芽直前に使用する。 

徒長軟弱苗を田植した場合、または、雑草発芽後は

活着後なるべく早く、ー番除草をおこない、根の回復 

(2-3日後）をまつて、PcP系除草剤、またはニツ 

プ、MO粒剤を使用して、除草作業を省力とする。 

使用量は、1 Ua当り PcP粒剤は3~", ハムコン 

マノツクは 3 句ニツプ、Mo粒剤は 3 .- 4 K, 
レ本田初期害虫の発生を見たら、下記により防除 

薬剤名 濃 度 
I Oa当り
撤布量 

対 象 害 虫 

B HC 粉剤 1% 
3 1, 

ド口オイムシ
ハモグリパュ. 

EPN、パイジ
ットスンチオ
ンの粉剤 

1.5% 
ドロオイムシ．ノ、 
モグリパエ． ヒメ
ノ、モグリパュ． 

DDT2O％乳剤 1.000倍 

70-80l 

ドロオイ」、ジノ 

EPN乳剤
パイジット乳剤
スミチオン乳剤
ペスタン乳剤 

2.000倍 
' 
ク 

1 .000f 

ド口オイムりノ 
ハモグリパエ 
ヒメハモグリバエ 

0 り んご 

実ぐされ、株ぐされをとり、つみとつたものは、地中

深くうめる0 



用
水
路
に
油
類
を

す
て
な
い
よ
う
に
 

ニユース 

1回目 

腸チフス・バラチフスの予防接種をうけよう．ノ 

腸チフス、パラチフスが、流行する季節となりました。予防接種をうけて健

康的な明るい家庭を築きましよう。 

ハ と＋ ． キ 	 、 ◇対 象 者 	 ’ 

満 3 才から60才までの方（ただし，市立学校の生徒は、学校で計画） 

◇接種回数 

① いままでに接種していない方 	3 回 （初回免疫） 

② すでに接種 した方は 	1 回 （追加免疫） 

◇受付係に提示するもの 

母子手帳か住所、，氏名、生年月日、世帯主名をかいたものを持参ください。 

◇料 金 

1 人 1 回につき 5 円（ただし、生活保護家庭に属する方は無料） 

◇場所と 期 日 

地 区 場 所 時 間 1回目 2回目 3回目 

讐

馴

「
棚お
笹

ー
ら

需
 

ー
 
”
 

④
 

よ
き
ご
ろ
ド
中
”
町
り
川
水

路
に
廃
油
が
流
れ
、
苗
代
に
入

り
被
害
を
う
け
、
予
定
日
に
田

植
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
被
害
の
な
い
よ

う
に
、
石
油
製
品
の
販
売
業
者

修
理
工
場
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
 一
般
家
庭
で
も
、
下
水

用
水
路
に
油

類

を
す

て
な
い

よ
う
に
、
ま
た
、
用
水
路
の
附

近
に
す
て
て
も
、
雨
な
ど
で
流

れ
て
用
水
路
に
入
り
ま
す
か
ら

取
り
扱
い
に
は
、
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
 

◇
油
類
の
作
物

へ
の
被
害

①
油
が
作
物
に
つ
く
と
、
作

物
の
細
胞
に
侵
入
し
、
脱
水
作

用
を
お
こ
し
て
、
現
形
が
破
か

い
さ
れ
、
変
色
し
て
枯
れ
る
。
 

③
油
が
作
物
の
葉
面
に
つ
く

と
、
気
孔
が
ふ
さ
が
れ
、
呼
吸
 
 

作
差
が
譲
書
さ
れ
て
粘
れ
乙
e
 

〇
土
壌
に
し
み
こ
ん
だ
と
き

は
、
根
に
脱
水
作
川
を
お
こ
し

地
上
部
が
枯
れ
る
。
強
い
と
き

は
、
収
穫
で
き
な
い
。
 

・

軽
自
動
里
の
 

申
告
に
つ
い
て
 

◇
軽
自
動
車
を
購
入
し
た
方
へ
 

軽
自
動
車
を
購
入
し
た
方
は

購
入
し
た
日
か
ら
、
十
五
日
以

内
に
、
申
告
書
を
税
務
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
し
 

（
中
告
用
紙
は
、
税
務
課
に

あ
り
ま
す
）
 

※
な
お
、
印
か
ん
を
持
つ
て

き
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
廃
車
し
た
方

へ
 

軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日
 
 

現
在
で
賦
課
さ
れ
ま
す
。
 

賦
課
期
日
後
に
廃
車
し
た
と

き
は
、
廃
車
し
た
日
か
ら
三
十

日
以
内
に
、
巾
名
し
て
く
だ
さ

い
。
 巾
n
Hに
に
、
院
「
」
番り
、
 

届
出
が
哲
、
印
か
ん
を
持
つ
て

き
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
標
識
番
号
、
届
出
済

書
を
な
く
し
た
方
は
、
そ
の
経

過
と
理
山
を
か
い
た
、
自
認
書

を
持
つ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
 

あ
才
以

上
の
方
に
：
・に
 

敬
老
年
金
 

一
 

本
県
で
は
、
満
八
十
五
才
以

上
の
老
人
の
方
に
、
敬
老
年
金
 

（
年額
三
、
六
〇
〇
円
）
を
さ

し
あ
げ
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り

ま
す
か
ら
、
該
当
者
は
、
市
民

課
に
中
し
で
て
く
だ
さ
い
。
 

和
島
 
好
 
川
 
富
 沢
 

七
 
松
 

身
休
障
害
者
 

の
方
へ
 

の
ド
肢
ま
た
は
、
休
幹
の
障

害
名
で

（
手
帳
を
持
つ
て
い
る

方
に
限
り
ま
す
。
）
運
転
免
許

を
う
け
、
自
ら
運
転
す
る
方
に

対
し
て
は
、
小
型
普
通
乗
用
四

輸
自
動
車
で
、
 一
五
〇
O

」
以

下
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
物
品

税
、
自
動
車
税
が
、
 一
人
一
台

に
限
り
免
税
さ
れ
ま
す
。
 

②
盲
人
用
の
テ
ー
プ
レ
コ
ー
 

ダ
ー
、
時
計
の
物
品
税
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
 

③
実
施
は
四
十
一
年
度
分
か

ら
で
す
が
、
く
わ
し
く
は
、
市

福
祉
事
務
所
に
お
間
い
合
せ
く

だ
さ
い
。
 

‘
内
職の
臨
時
相
談
所
‘
 

は
毎
月
第
ニ
月
曜
日
 

青
森
県
内
職
公
共
職
業
補
導

所
で
は
、
毎
月
第
二
月
曜
日
に

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
内

に
、
臨
時
内
職
相
談
所
を
開
設

し
て
お
り
ま
す
。
 

内
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
 

お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
ーい
で
く

だ
さ
い
。
 

・

市
連
合
P
T
A
役
員
・
 

市
連
合
父
母
と
先
生
の
会
は

十
二
日
、
総
会
を
開
き
、
役
員

を
き
め
ま
し
た
。
 

▽
会
 
長
 

一
戸
則
雄
（
栄
中
）
 

▽
副
会
長
 
佐
藤
豊
治
（
五
小
）
 

ク
高
杉
光

雄
（
一
野
坪
小
）
 

ク
松
野
喜
代
太
郎
（
野
里
小
）
 

浅
井
獅
子
皿
 

後
援
会
結
叱
 

無
形
文
化
財
で
あ
る
郷
土
芸

能
の
獅
子
舞
を
保
存
し
、
後
継

者
を
育
て
よ
う
と
し
て
、
浅
井

獅
子
舞
後
援
会
が
、
二
日
中
央

公
民
館
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
c
 

▽
会
長
 
一
戸
則
雄
 

議艦弊『姦む）市役所二階 13時～16時 6月 6 日 6月13日 6月20日 
長 	橋 長橋診療所 10時～12時 6月 7 日 6月14日 6月21日 

飯 	詰 飯詰支所 13時～15時 6月 7 日 6月叫日 6月21日 

栄 	栄 支 所 13時～15時 6月 8 日 6月巧日 6月22日 

七 	和 羽野木沢小 10時～12時 6月 9 日 6月16日 6月23日 

松 	島 松島支所 13時～巧時 6月 9 日 6月16日 6月23日 

三 	好 三好診療所 9 時～n時 6月10日 6月17日 6月24日 

中 	川 中川診療所 13時～15時 6月14日 6月21日 6月28日 

毘沙門．長 富 毘沙門小 13時～14時 6月巧日 6月22日 6月29日 

梅 	沢 梅沢支所 13時～15時 6月17日 6月24日 7月 1 日 
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